
九州がんセンター 看護の質評価 

２．看護の専門性の発揮 

＜緩和ケア＞ 

苦痛スクリーニングは、つらさを包括的に捉え、早期に症状緩和や対応するためのスクリーニング）

選考）です。必要な時は、それぞれの専門家へ連携しています。  

入院苦痛スクリーニング結果 ※件数は全てのべ件数 2022年度（4月～3月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病棟対応、PCT対応での 1週間後評価 

 病棟対応 緩和ケアチーム対応 

身体 精神 身体 精神 

軽快 67％ 61％ 57％ 54％ 

不変 29％ 35％ 34％ 40％ 

悪化 4％ 4％ 9％ 5％ 

 

 

頓用医療用麻薬自己管理率 

医療用麻薬（屯用薬）を入院中から自己管理（最大 2 回分）することで、自己コントロール感の向上や、

セルフケア支援につなげるための取り組みをしています。 

 

 2021年度 2022年度 

自己管理比率 20.8％ 25.5％ 

 

実施件数：9252件 

NRS6以上の件数：2499件（27％） 

緩和ケアチーム対応希望あり 

272件（4％） 

②身体 NRS6以上 

1737件（70％） 

③精神 NRS6以上 

1895件（76％） 

 

NRS6以下の件数：6753件（73％） 

緩和ケアチーム対応希望あり 

368件（15％） 

希望ありの病棟対応

23件 

緩和ケアチーム介入 

339件 

緩和ケアチーム介入 

249件 

588件の 

苦痛緩和に早期対応 


